
 

千 葉 県 環 境 憲 章 
 
今、地球はたいへん傷ついています。人間のさまざまな営みが自然の微妙なバ

ランスを崩し、生物の生存基盤をおびやかしています。そして、この根底には人

間の「生き方」が大きく関係しています。このままでは、取り返しがつかなくな

ります。 
 私たちのふるさと千葉は、美しい海岸線やなだらかな山々、温暖な気候など自

然の恵みを受けながら、先人のたゆまぬ努力により今日の社会を築いてきました

が、この過程で空気や水や土の汚染、増大するごみ問題などが発生し、豊かな自

然も一部では失われつつあります。 
 千葉県は首都圏の重要な機能の一翼を担い、また世界に向け大きな飛躍が求め

られていますが、うるおいとやすらぎのあるふるさととして、これからも調和あ

る発展を図り、将来の世代に引き継いでいかなければなりません。 
 私たちは、かけがえのない地球をささえる一員であることを考え、環境問題に

関心を深め、行動する新たなライフスタイルの確立をめざして、ここに千葉県環

境憲章を定めます。 
 
１ 便利さや物を優先するくらしを見直し、地球にやさしいくらしに努めましょ

う。 
２ 貴重なエネルギーを大切にし、さわやかな青空をめざし、車の上手な利用や

適度な冷暖房などに努めましょう。 
３ 房総の青い海、きれいな川や沼をとりもどすよう、よごれた水を流さない心

づかいと実践に努めましょう。 
４ 限りある資源の有効活用に努め、「ごみ・ゼロ成長社会」をめざし、ごみを減

らし、リサイクルを進めましょう。 
５ 身近ないきものや緑とのふれあいを通じ、自然の成り立ちと役割を学び、生

物と共生できる自然環境の保全に努めましょう。 
６ 私たちの一人ひとりが環境の守り手であることを自覚し、家庭、学校、職場、

地域で力を合わせ快適な環境づくりを進めましょう。 

☆表紙写真☆○○ 

☆表紙写真☆

撮影：木村順一

花嫁街道からの富士（烏場山、南房総市和田）
　JR内房線「和田浦駅」から烏場山（からすばやま）へ向かうハイキングコー
スは、花嫁街道と呼ばれており、途中に露地栽培の花畑や滝、マテバシイ
の林などがあり、道もなだらかなので幅広い年齢の方々に人気があります。
特に１月から３月まではお勧めです。
　烏場山第三展望台からは、冬の快晴時にはこのように富士山を望むこと
ができます。富士山の右下に見える左端が尖った山は伊予ケ岳です。


